
第 2節 三刀屋熊谷 2号墳出上の重圏文鏡について

三刀屋熊谷 2号墳第 1主体部からは重圏文鏡が出上している。内区に2重の圏線を持ち、外区に

櫛歯文を施したもので、同様の鏡式としては全国で80例あまりが知られている。宮城県から宮崎県

まで全国各地に分布するが、近畿地方や九州には意外に少ないことが注意される。弥生終末から古

墳時代後期まで合まれる時期幅を持つが、その中心は前期後半と考えられる。

県内での出土例 (第 6表)では、安来市五反田 1号墳があるほか、三刀屋町馬場遺跡で出上した

鏡片も、この鏡式のものと思われる。馬場遺跡鏡は、遺物包含層中の出上のため時期は不明である

が、五反田 1号墳は竪穴式石郡を持つ前期末頃の古墳と考えられるもので、直径25m程の円墳では

あるが、地域の有力者の墓と考えられる。その他のものとしては、東出雲町鳥越山遺跡での採集品

が復元直径 4 cm程の小型鏡で、 2重の圏線が巡り他の文様が見られないという点で、重圏文鏡とし

ての要素を備えるものである。ところが、鳥越山遺跡鏡は、圏線が突線ではなく沈線で表現される

ものである。鳥越山遺跡では、弥生末から古墳前期の上器と須恵器が採集されている。また、石見

町の大峠山古墳群の箱式石棺から出土した鏡は櫛歯文鏡として紹介されているが、写真を見る限り

重圏文鏡の可能性もある。大峠山古墳群には7基の古墳が知られているが、鏡の出土古墳は明確で

はなく、時期は不明である。

小型和鏡については、鏡種よりも鏡径に重要な意味があつたと考えられ、ランクの低さは別とし

て、小さいながらもそれなりの権威のシンボルとして副葬されたとする説 (註 5)がある。三刀屋

熊谷 2号墳に近い時期の鏡を副葬する古墳について見ると、同町内に松本 1号墳が、斐伊川を挟ん

だ木次町には斐伊中山2号墳が知られているほか、宍道町の上野 1号墳や出雲市の山地古墳もほぼ

同時期の古墳と考えられる。松本 1号墳は粘土椰を中心主体とする全長50mの前方後方墳で、鏡径

13cmの斜縁獣帯鏡を副葬していた。斐伊中山2号墳は尾根上の高所に立地するという点で、三刀屋

熊谷 2号墳に近い要素を持つている。斐伊中山2号墳は一辺約15mで、粘土榔を中心主体部とする。

鏡径12.lcmの細線式鳥文鏡を副葬している。宍道町の上野 1号墳は長径40mの楕円形墳で全長約 7

mの長大な粘土椰を持つもので、鏡径17.5clllの斜縁神獣鏡を副葬していた。山地古墳は長径24mの

楕円形墳で、箱式石棺から鏡径12.6cmの二神三獣鏡、鏡径 8 cmの珠文鏡の2面が出上している。

三刀屋熊谷 2号墳を合わせた5古墳で、墳丘の規模と鏡径の関係は一致すると言えそうである。安

来市の五反田 1号墳は直径25mの円墳で、竪穴式石椰を中心主体に持つ古墳であるが、出上した鏡

は直径 5。4cmの重圏文鏡となつている。五反田 l号墳の場合は、盗掘を受けており、他に墳丘や主

体部にふさわしい鏡が存在した可能性は否定できない。

三刀屋熊谷 2号墳は、小規模の古墳であつたが、小さいとは言え権威の象徴としての鏡を保持し

ており、他の鏡を副葬しない古墳に対しては権威を誇示し得たものと考えられる。奈良時代には

「熊谷軍団」が置かれる丘陵ではあるが、郡名を冠さない
「軍団」は全国的にも珍しく、飯石郡に

おける熊谷地区の存在の特殊性を示すものと思われる。その前代に、熊谷遺跡の丘陵にこうした勢

力が存在し得たことが確認されたことを見ても、この地域の重要性や特殊性を更に際だたせるもの

と言え、地域の歴史を考える上で重要な資料を提供したと言える。
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遺 跡 名 市 町 村 鏡 種 直  径

I 五反田 1号墳 安来市 重圏文鏡 5,4clll

2 造山 1号墳 三角縁三神三獣獣帯鏡 24clll

3 方角規矩鏡 17.4clll

4 方角規矩四神鏡 19clll

5 造山 3号墳 斜縁二神三獣鏡 15。4clll

6 大成古墳 三角縁唐草文帯二神三獣鏡 23.4clll

7 鷺ノ湯病院横穴 珠文鏡 7.7cIIl

8 小谷土墳墓 内行花文鏡 8.2cIIl

9 今若峠 1号墳 内行花文鏡 面径不明

10 小馬木 2号墳 珠文鏡 7cIIl

月坂放 レ山 5号墳 乳文鏡 7.9o阻
つ
々 古城山古墳 東出雲町 位至三公銘内行花文鏡 16.3cIIl

13 鳥越山遺跡 鏡種不明 4cIIl

14 寺床 1号墳 斜縁二神三獣鏡 13cIIl

15 八 日山 1号墳 松江市 三角縁波文帯四神二重鏡 21.85clll

16 月追番外 3号墳 盤竜鏡 10.5cIIl

17 客山 1号墳 九乳文鏡 9.2cIIl

18 金崎 1号墳 内行花文鏡 6。 9clll

19 薬師山古墳 四乳鏡 9.5cIIl

20 御崎山古墳 珠文鏡 8.2cIIl

21 社 日 2号墳 殊文鏡 6.4om
つ
々
０
ね 岡田山 1号墳 長宜子孫銘内行花文鏡 10.6cIB

23 古天神古墳 変形五獣鏡 13.6cID

24 北小原 3号墳 珠文鏡 9cIIl

25 径代 1号墳 内行花文鏡 11.4cltll

26 奥才 14号墳 鹿島町 内行花文鏡 18c田

27 方角文鏡 1lcm

28 奥才34号墳 捩文鏡 7.8c田

29 奥才 12号墳 珠文鏡 6.7cm

30 小屋谷 3号墳 八雲村 四チ文鏡 9.5cm
０
０ 築山古墳 玉湯町 位至三公銘双竜鏡 8.Ocm

32 上野 1号墳 宍道町 鏡種不明 17.5clll

つ
υ
つ
０ 上島古墳 平田市 五鈴鏡 10cm

34 斐伊中山 2号墳 木次町 細線式鳥獣鏡 12.lclll

35 神代古墳 大東町 小型獣形鏡 7.2clll

36 神原神社古墳 加茂町 景初二年銘陳是作重列式三角縁神獣鏡 23cIIl

37 土井・砂 1号墳 破砕鏡 (舶載内行花文鏡 ) 面径不明

38 松本 1号墳 三刀屋町 斜縁獣帯鏡 13cIIl

39 三刀屋熊谷 2号墳 重圏文鏡 4.7clll

40 馬場遺跡 重圏文鏡 面径不明

41 山地古墳 出雲市 二神三獣鏡 12.6cIII

42 珠文鏡 8,OcIIl

43 大念寺古墳 鏡種不明 面径不明

44 明神古墳 仁摩町 鏡種不明 面径不明

45 大峠山古墳群 石見町 櫛歯文鏡 面径不明

46 めん く
｀
ろ古墳 浜田市 乳文鏡 面径不明

47 周布川河原 内行花文鏡 7.6clll

48 四塚山古墳群 益田市 三角縁神獣鏡 21.8clll

49 小丸山古墳 珠文鏡 7.3clll

50 鵜ノ鼻50号墳 乳文鏡 面径不明

51 苗代田東方丘陵南 五箇村 乳文鏡 10.5clll

つ
わ
氏
υ 丸山 1号墳 鏡種不明 8.Oclll

第 6表 県内出上の古墳時代の鏡
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